
オムロンの井垣でございます．
本日は「オムロンにおける SDGsと統合報告の

取り組みについて」と題しまして，オムロンの企
業理念に基づいた企業理念経営と SDGs との関
係，そして統合報告に関する現在の弊社の取り組
みについてご紹介させていただきます．
本題に入る前に，簡単に自己紹介をいたします．

私はオムロンには 2013 年に入社をいたしました．
現在は世界約 120 の国と地域で事業を展開するオ
ムロン・グループ 132 社の広報，IR，ブランド戦
略を中心とするコミュニケーション活動の統括と
サステナビリティ推進を担当しています．オムロ
ンに入社する前は，消費財メーカー，コンサルティ
ング会社，PR会社などでコミュニケーション領
域のキャリアを重ねてまいりました．現在社外で
は，日本広報学会の常任理事や，大阪機械広報懇
話会の代表幹事，また経済産業省が主宰いたしま
す研究会の委員などを務めております．
それでは早速本編に入りたいと思います．はじ

めに，オムロンについて会社の概要や経営の特徴
などを簡単にご紹介いたします．その次にオムロ
ンにおける SDGsの取り組みについて，そして最
後にオムロンの統合報告について，ことし８月末
に発行いたしました「統合レポート 2021」を例に
ご紹介いたします．
それではまずオムロンについてご説明をいたし

ます．資料１をご覧ください．オムロンは京都に
本社を置く，現在世界約 120 の国と地域で事業を
展開している，ごらんのような規模の会社でござ
います．
資料２をご覧ください．オムロンの事業内容と

売上の構成比です．オムロンは一般的には消費者
を対象としたヘルスケア事業が有名でございます
けれども，実は売上の８割以上が企業を相手にし
たいわゆる BtoBの事業となっています．その中
核を担うのが制御機器事業でございます．制御機
器事業は工場の自動化に不可欠なセンサーやコン
トローラー，ロボットなどのファクトリーオート
メーションの機器を扱い，オムロン・グループに
おける売上高の半分以上を占める主力の事業で
す．ほかにもごらんの通り，電子部品事業や社会
システム事業など，多様な事業を展開しています．
オムロンは創業の時代から「事業を通じて社会

の発展に貢献すること」を使命とし，成長の原動
力としてきました．その原点は，1959 年にオムロ
ンの創業者・立石一真が制定した会社の憲法・社
憲です．「われわれの働きで われわれの生活を
向上し よりよい社会をつくりましょう」，これ
がオムロンの社憲です．
この社憲に創業者は二つの意味を込めました．

一つは企業の公器性です．「企業は社会に役立っ
てこそ，存在価値があり，利潤を上げることがで
き，存続していける」，社憲の制定によって創業者
はそのことを明確に示しました．
もう一つが，「自らが社会を変える先駆けとな

る決意」です．よりよい社会は待っていてもやっ
てはきません．誰かが失敗を恐れずにチャレンジ
することで初めて，新しい価値生まれ，その結果
としてよりよい社会が実現します．その「誰かに
オムロンがなろう」という決意が社憲には込めら
れています．この社憲の制定により，経営と社員
の間に一体感が生まれ，その後のオムロンの飛躍
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的な成長につながりました．
そして，この社憲の精神とともに現在のオムロ

ンの経営に欠かせないものがあります．それは，
オムロンが経営の羅針盤として活用している独自
の未来予測理論「SINIC理論」です．これもオム
ロンの創業者立石一真が 1970 年に発表した理論
です．
資料３をご覧ください．このスライドの S 字

の部分は，原始の時代，現代，そして未来まで，
世の中がどのように変化しているかを示した図と
なります．この世の中の変化は，右上にある技
術・科学・社会の三つの要因がお互いに連関しな
がらスパイラルアップすることで起きていきま
す．まだパソコンもインターネットもない 50 年
前に発表された理論ですけれども，その後の社会
の変化を的確に予言しているとして，近年ではベ
ンチャー企業の経営者などにも注目される機会が
増えています．
SINIC理論では現在を「最適化社会」と位置づ

けています．それでは「最適化社会」とはどういっ
た社会なのか，少し詳しくご紹介をいたします．
資料４をご覧ください．SINIC理論では，機械化，
自動化，情報化と進化を遂げてきた工業社会が終
わり，自律社会へと移行する現在の期間を「最適
化社会」と呼んでいます．工業社会では，社会全
体の生産性を高めるためには，個人が社会のシス
テムに合わせたほうが，社会全体の効率が最大化
されるとされています．これが自律社会に移って
いくと，個人が社会というシステムに頼らずとも，
個性や能力を発揮しながら他者とも調和できる社
会へと進化していきます．この進化の過渡期とな
る現在の「最適化社会」は新旧の価値観がぶつか
り合い，破壊と創造を繰り返しながら「自律社会」
へと進化をしていく葛藤の時代であると定義をさ
れています．
スライドの下のブロックのところをごらんくだ

さい．ここでは「工業社会」から「最適化社会」
を経て，「自律社会」に変移していく間，人と機械
の関係がどのように移り変わっていくかを表して
います．機械が人を代替えし，効率や生産性を追
求することで物質的な豊かさを追い求める価値観
から，人が，より生きがい，働きがいを重要視す
る価値観に変容していくとされています．その過
程において，機械と人が協力し，作業を分担する

協働，そして機械が人の体調や精神状態に合わせ
協調し，人の潜在能力を最大限に引き出す，人と
機械の融和が実現していくとされています．この
ようにオムロンは創業者の社憲の精神や SINIC
理論などを経営の中に組み込むことで，現在に至
るまで数々のイノベーションを生み出してきまし
た．
資料５のスライドは，創業以来，チャレンジの

結果生み出されてきた，世界初，日本初のオムロ
ン製品の一例です．1943 年に日本初のマイクロ
スイッチを開発．そのサイズはマッチ箱の半分程
度，寿命は 10 万回以上と，当時としては驚異的な
高性能スイッチの製品化に成功いたしました．当
時，戦争の激化によって商売としては成り立ちま
せんでしたが，このときの研究開発の技術がその
後のオートメーション時代における業界のパイオ
ニアとして評価を受けるもとになりました．
この後のオートメーション時代に入って，皆さ

んもご存じの自動改札システムやオンラインの
キャッシュディスペンサーなど，現在においても
人々の豊かな暮らしに貢献している製品やサービ
スを次々と世に送り出し，近ごろも常時モニタリ
ングが可能な腕時計型のウェアラブル血圧計な
ど，社会的課題を解決する革新的な製品を発表し
ております．
資料６をご覧ください．このような創業者の社

憲の精神を受け継ぐかたちで制定されているのが
現在のオムロンの企業理念です．企業理念では，
先ほどご紹介いたしました創業者が制定した社憲
を「Our Mission 私たちの使命」として受け継ぎ，
このミッションを達成するために，社員一人ひと
りが大切にする価値観を「Our Values」として定
めました．「ソーシャルニーズの創造」「絶えざる
チャレンジ」「人間性の尊重」の三つです．いずれ
も創業の時代から私たちオムロンが大切にしてき
た社員の行動指針です．
資料７をご覧ください．オムロンでは企業理念

の実践を通じて，持続的な企業価値の向上を目指
す経営の姿勢や考え方を表すものとして，経営の
スタンスを導入しています．オムロンの経営の特
徴は，いまご紹介した企業理念をただ掲げている
だけではなく，業務執行の制度や運営にまで落と
し込むことで全社員が日々の仕事の中で企業理念
を実践できる仕組みを導入していることにありま
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す．オムロンではこの仕組みのことを「企業理念
経営」と呼んでいます．このスライドは企業理念
経営の概念を表したものになります．
このスライドの真ん中，「経営のスタンス」と書

いてあるボックスをごらんください．企業理念の
実践を通じて持続的な企業価値の向上を実現する
ために，私たちは三つの柱を立てています．一つ
目は事業を通じた社会的課題の解決を目指すロー
ドマップとなる 10 カ年の長期ビジョンの実行で
す．二つ目が，ステークホルダーから期待される
社会的責任を果たすための土台となるオムロング
ループ・マネジメントポリシーです．そして最後
にステークホルダーとの対話を通じて共に企業価
値の向上を目指す，エンゲージメント活動の展開
です．そして，これらに横串を刺すのがサステナ
ビリティ課題となります．オムロンでは，環境，
社会，ガバナンスの ESG全てをステークホルダー
との対話における共通言語と定めて，長期ビジョ
ンの立案から対話まで，この ESGを意識した経
営を行なっています．環境，社会，ガバナンス，
この三つの切り口でサステナビリティ課題を企業
理念実践の三つの柱と連動させることで，事業活
動とサステナビリティ取り組みを一体化させるこ
とを目指しています．
ではどのようにして事業活動とサステナビリ

ティ取り組みを一体化させているのか．次のパー
トから，オムロンにおける SDGsへの取り組みと
併せてご紹介いたします．
まず，オムロンの取り組みに入る前に，本日の

テーマである SDGsについて簡単におさらいした
いと思います．SDGsとは，2015 年の国連サミッ
トで採択された「持続可能な開発目標（Sustainable
Development Goals）」の頭文字をとった略称です．
SDGsは世界じゅうにある環境問題，人権問題と
いった課題を世界のみんなで 2030 年までに解決
していこうという 15 年計画の目標です．この
SDGsが採択された背景には，世界的な社会課題
に対する危機意識の高まりがありました．
現在，SDGsの採択からすでに６年が経ちまし

た．この間，ビジネスの現場では SDGsという言
葉を聞かない日はないほど，その概念は浸透して
おり，SDGs達成に向け，官民を挙げた取り組み
が加速しています．ではなぜ企業の間でこれほど
までに SDGsが重要視されるのでしょうか．その

理由は，世界的に深刻化する環境問題，社会課題
に対し，もはや国や国際機関だけでは対処し切れ
ないという現実が明らかになってきたからです．
そのため，持続可能な社会や自然環境の実現に向
けて企業がリーダーシップをとることに対する期
待が世界的に高まってきているのです．
では具体的に SDGsが企業経営に与える影響と

は何なのか，改めて見てみましょう．SDGsが企
業経営に与える影響として，機会とリスク，この
二つの面が挙げられると私は考えています．機会
とは，SDGsで挙げられる社会的課題の解決を中
長期的な視点に立ってビジネスチャンスにつなげ
ることです．一方のリスクとは，ステークホル
ダーが期待する社会的課題の解決に対し企業が責
任を果たすことが求められることです．この責任
を十分に果たしていないとみなされた企業は，社
会からの信頼を失い，ひいては企業価値の毀損に
つながります．SDGsへの貢献が企業に求められ
る現在，この機会とリスクの両面を前提としたバ
ランスのとれた企業経営が不可欠となってきてお
ります．
次の資料からは，オムロンにおいてこの SDGs

を企業経営にどのように組み込み，活用している
のかを具体的にご説明をいたします．
資料８のスライドは 2017 年からスタートした

４カ年の中期経営計画を策定した際のオムロン内
におけるプロセスを表したものです．オムロンの
中期経営計画の策定にあたっては，まず初めに目
標設定のゴールである 2020 年のさらに 10 年先の
世界を見据え，2030 年に向けて社会構造や人々の
価値観がどのように変化するのか，先ほど紹介し
た SINIC理論なども参考にして描き出しました．
その次に，2030 年の国際社会の共通目標である
SDGsをはじめとする多くの社会課題からステー
クホルダーが解決を期待している社会的課題を幅
広く抽出いたしました．そしてその社会的課題か
らオムロンの取り組みと親和性の高いテーマを選
択し，注力する事業ドメインの成長や中期経営計
画の執行に不可欠な要素を「サステナビリティ重
要課題」，すなわちマテリアリティとして決定を
いたしました．このマテリアリティの決定に当
たっては，同時に具体的な目標や KPIを設定し，
この中計の目標を達成することが最終的には社会
価値の創出につながるということを意識いたしま
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した．
資料９は，中期経営計画「VG2.0」の構造を表し

た概念図です．まず根本には企業理念があり，企
業理念に基づいてスライドの左半分が経済価値，
すなわち業績目標と事業戦略となります．それと
相対するかたちで，スライドの右側に SDGsに紐
付いたサステナビリティ重要課題が設定されてい
ます．
サステナビリティ重要課題は二つの軸で構成さ

れています．一つは事業戦略の注力ドメイン，
FA，ヘルスケア，ソーシャルソリューションが担
う事業を通じて解決する社会的課題です．そして
もう一つは，運営戦略の柱となる人材マネジメン
ト，モノづくり，リスクマネジメントから成るス
テークホルダーの期待に応える課題です．それぞ
れの項目が SDGsの課題とリンクして設定されて
います．このように「VG2.0」では事業目標と事
業戦略，そしてサステナビリティ重要課題を連鎖
させ，一体化して運営する構造といたしました．
資料 10 が，事業を通じて解決する社会的課題

の概要です．オムロンの注力ドメインと親和性の
高い中長期の社会的課題から事業を通じて解決す
る注力すべき重要課題を抽出し，目標を設定して
います．たとえばファクトリーオートメーション
では労働力不足や熟練工不足の解決，ヘルスケア
では脳・心血管疾患イベントの発症ゼロ，ソーシャ
ルソリューションでは交通事故削減やストレスの
ない都市交通，新エネルギーの活用拡大など，オ
ムロンだからこそ解決できる社会課題を挙げてい
ます．
現在，世界の食品・日用品業界では脱炭素社会

あるいは海洋汚染防止に向けて包装材の脱プラス
チックに取り組んでいます．しかし，プラスチッ
ク以外の包装材は安定した接着が技術的に難し
く，脱プラスチックが進まない要因の一つとなっ
ていました．この課題に対してオムロンは約 180
社にも及ぶ包装機メーカーに働きかけ，包装材接
着時の高度な温度調節を可能とする新たなソ
リューションを開発することで，食品・日用品業
界が抱えていた大きな課題を解決しました．この
ソリューションはグローバルで 93 万トンにも及
ぶプラスチックごみの削減に貢献するとともに，
いままで取引のなかった欧州大手食品・日用品
メーカーにも採用されるなど，事業機会の創出と

社会的課題の解決の両方を同時に実現していま
す．
ただいまご紹介をさせていただきましたのは，

先ほど紹介をいたしました事業を通じて解決する
社会的課題，その一つであります注力ドメイン，
ファクトリーオートメーションの具体的な事例と
して，その技術の創出について紹介をさせていた
だきました．
次にステークホルダーの期待に応える課題につ

いてご紹介をさせていただきます．資料 11 をご
覧ください．オムロンにとって中期経営計画の執
行に不可欠で，かつステークホルダーからの期待
の高い項目の中から注力すべき 11 の重要課題を
抽出し，目標を設定しております．詳細について
本日はご説明を割愛させていただきますが，こち
らについても具体的な取り組みを一つご紹介させ
ていただきます．
オムロンは気候変動問題に対する社会的責任を

果たすために，温室効果ガス排出量の削減をサス
テナビリティ目標の一つとして掲げています．資
料 12 をご覧ください．2018 年７月には「オムロ
ンカーボンゼロ」を宣言し，2050 年に「温室効果
ガス排出量ゼロ」の達成を目指しています．2020
年には徹底した省エネの推進と再生可能エネル
ギーを活用した使用電力のグリーン化などによ
り，2016 年度比で 50％の削減を達成いたしまし
た．
このようなサステナビリティの取り組みを取締

役会のリーダーシップで進めていることもオムロ
ンの特徴の一つです．現代のコーポレートガバナ
ンスでは，会社全体を俯瞰してとらえるために，
経営の業務執行機能と監督機能を分離させて，取
締役会が執行機関に対して監視監督機能を発揮す
ることが求められています．オムロンでは全社の
サステナビリティ取り組みの推進を担う「サステ
ナビリティ推進室」を取締役会の直下に位置づけ
ています．つまりオムロンでは，取締役会がサス
テナビリティ取り組みを推進するオーナーの役割
を担っているということです．
取締役会がサステナビリティ取り組みを推進す

る理由は二つあります．一つ目は，取締役会が株
主によって直接選ばれた役員によって構成され，
常に社会の目線で社会の利益を代表する存在であ
るということです．二つ目は，取締役会が執行側
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とは独立した存在として日々の経営執行を監視監
督することで，執行側による長期視点に立ったサ
ステナブルな企業価値向上に資する経営を担保す
ることにあります．
では実際にどのように社内でサステナビリティ

推進を行なっているのか，資料 13 のスライドで
その概念をイラストで紹介いたします．
先ほどお話しした通り，執行部門が日々の業務

の中で実行するサステナビリティの取り組みは，
こちらのイラストで紹介している「マネジメント
サイクル」を通じて，取締役会が監視監督する構
造になっています．執行側では各担当部門が設定
した毎年の目標と具体的な計画の実行や進捗を執
行長である CEOを議長とする「執行会議」という
経営会議体でレビューをして PDCAを回すとと
もに，定期的に取締役会に報告をしています．ま
た，目標や取り組み内容については，一度策定し
たら終わりなのではなく，取締役会によるレ
ビューに加えて，ステークホルダーとの対話を通
じて，そのときどきの社会動向や社内状況を把握
しながら，随時見直しを行なっています．オムロ
ンはこのような企業理念に基づいたサステナビリ
ティ取り組みの結果として，社外からの評価を着
実に高めてまいりました．
資料 14 をご覧ください．こちらはオムロンが

選定されている主要な ESGアセスメントの評価
推移を表したスライドです．ごらんのように，オ
ムロンは世界を代表する ESGインデックスに数
多く採用されているだけではなく，その評価を毎
年継続的に高めてまいりました．特に 2017 年か
ら始まった「VG2.0」の４カ年の期間において，そ
の評価が着実に大きく向上してきたことがお分か
りいただけると思います．
中でも ESG投資の代表的な指標である「ダウ・

ジョーンズ サステナビリティインデックス」の
最高クラスである「ワールド」には４年連続で選
定され，2020 年度はセクターの上位１％に入りま
した．国内でも同様に多くのインデックスや表彰
に選ばれています．
たとえばオムロンは年金積立金管理運用独立行

政法人，いわゆる GPIF が選ぶ四つの ESG イン
デックス全てに選定されています．皆さんもご存
じの通り，GPIFは私たち日本人の年金を管理運
用し，高齢者の生活を支えてくれている存在です．

つまり，私たちがサステナビリティの取り組みに
よって社会から高く評価され，企業価値を持続的
に向上することが，私たちの親の世代や，あるい
は私たちの子や孫の世代，そして私たち自身の将
来の生活を支えることにつながっています．
このようなサステナビリティ取り組みに対する

評価はオムロンの非財務価値の向上にも表われて
います．資料 15 はオムロンの時価総額を財務資
本の価値と非財務資本が生み出す価値に分けて，
それぞれの推移を表したグラフとなります．グラ
フの下側の水色の部分が財務資本の価値に相当す
る純資産の額の推移となります．そして上の濃い
青色の部分が時価総額が純資産を上回った額であ
り，非財務資本が生み出した価値の大きさを表し
ています．
グラフの右側をごらんください．現在のオムロ

ンの非財務資本の価値は，ことしの９月末で約１
兆 7000 億円に上ります．これは 10 年前の 17 倍
であり，現在の時価総額の 65％を占めるまでにな
りました．この結果は，オムロンが「VG2.0」の期
間において積極的な非財務情報の開示を行なって
きたことが企業価値に織り込まれ，それが最終的
には企業価値の向上に大きく貢献してきた結果で
あると私たちは考えています．
ここまでお話ししてまいりました中期経営計画

「VG2.0」は 11 年度からスタートした 10 年間の長
期ビジョンにおける最後の中期経営計画でござい
ました．そして本来であれば，ことし 2021 年の
４月から新しい 10 カ年の長期ビジョンに基づい
た経営をスタートする予定でしたが，皆さんもご
承知の通り，コロナショックによって当初想定し
ていた社会の前提が大きく変わりました．私たち
オムロンはこの社会変化を次の長期ビジョンの中
にいち早く取り込むために，20 年度と 21 年度の
２年間を事業変革期と位置づけて，次期長期ビ
ジョンに向けた変革を加速させる２年間といたし
ました．その結果，次期長期ビジョンについては
来年３月に発表し，４月からスタートする予定と
なりました．本日はその方向性について少しだけ
ご紹介をしたいと思います．
私たちは次期長期ビジョンを策定するに当た

り，オムロンの存在意義を改めて問い直しました．
その結論として，オムロンの存在意義は「事業を
通じて社会価値を創出し，社会の発展に貢献し続
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けることであり，それは企業理念の実践そのもの
である」ということを再確認いたしました．多く
の社会課題が噴出し，地球そのものの持続可能性
が危ぶまれ，SDGsが大きく注目されるいまこそ，
私たちオムロンはその存在意義を発揮するときだ
と強く認識をしています．そして次期長期ビジョ
ンでは，SDGsに代表される社会的課題を解決す
る社会価値を創出すると同時に，それを経済価値
に変えることで企業価値をさらに最大化していく
ことを目指していきます．
資料 16 をご覧ください．こちらのスライドは

2030 年をゴールとした次期長期ビジョンにおい
て私たちが取り組む社会的課題を示したもので
す．現在，SDGsでも大きく掲げられているよう
に，気候変動，高齢化，そして個人の経済格差の
拡大など，こういった社会変化によってさまざま
な社会課題が噴出しています．もはや右肩上がり
の経済成長を前提としたこれまでの社会システ
ム，経済システムは崩壊寸前と言えると私たちは
考えています．このような状況の中，私たちは噴
出するさまざまな社会課題の中からオムロンがと
らえるべき社会的課題を，「CO２の排出量の抑制」
「健康寿命の延伸」，そして「人と機械の協働・融
和」と置きました．これはオムロンの強みである
コア技術や展開する事業ドメインの観点から定め
たものとなります．
次期長期ビジョンではオムロンが解決する社会

的課題の中から，四つの成長機会をとらえ，価値
創造を行なっていきます．その四つの成長機会を
表したのが資料 17 のスライドになります．四つ
の成長機会とは，「製造現場の高度化」「一次・三
次産業の自動化」「慢性疾患の予防医療支援」「カー
ボンニュートラルの実現に貢献するエネルギーソ
リューション」，この四つとなります．
新たな社会経済システムの移行期における価値

創造に必要なのは視点の変化です．スライドの右
側をごらんください．これからは産業構造が大き
く変わり，価値の源泉も移り変わっていきます．
これまでのモノを起点にした「モノ視点」の価値
のつくり方から，私たちが「コト視点」と呼ぶ本
質価値をとらえ直す視点によって課題の本質を見
定め，市場を見ることがこれからは重要になって
きます．
オムロンはコト視点で顧客価値の最大化と社会

目標の達成に取り組んでいきます．そのために価
値実装の形態も変えていきます．これまでのモノ
への価値実装に限らず，事業ごとにモノとサービ
スを組み合わせながら，最も価値の高い実装形態
を選択していきます．また同時に，コト視点で社
会の課題構造を俯瞰してとらえたとき，持続可能
な社会を実現するための要件は複雑で，ときには
社会システム全体の再設計が必要であり，オムロ
ンだけで社会的課題を解決し，新たな価値を創造
することは困難です．これからのオムロンはモノ
にサービスを組み合わせて，パートナーとの協創
によってソリューションビジネスを拡大するビジ
ネスモデルの進化にチャレンジをしていきます．
そしてこの取り組みはすでにスタートしていま

す．その一例として，ヘルスケア事業における遠
隔診療サービスについてご紹介をいたします．オ
ムロンはグローバルナンバーワン血圧計メーカー
の強みを発揮し，生活習慣の変化に起因する脳，
心血管疾患などが社会課題となっている国を中心
に，遠隔診療サービスをすでに展開しています．
現在はイギリス，インド，シンガポール，アメリ
カの４カ国で遠隔診療の展開をスタートいたしま
した．次のステップでは年間 30 万人が心血管疾
患を発症するブラジルにおいてこのサービスを開
始いたします．高血圧の遠隔診療サービスはいま
グローバルで大きな注目を浴びています．
資料 18 のスライドは昨年８月に米国でスター

トした遠隔診療サービスの概要となります．この
サービスはオムロンの機器を通じて，患者から収
集したデータを分析し，医師に提供することで，
高血圧症の患者が自宅にいながら医師の診察を受
けられるサービスとなります．
イラスト内の数字に沿った順番でご説明いたし

ます．まずスライドの右側からごらんください．
１番は血圧計や心電計をはじめとする計測機器で
す．生体データを計測し，そのデータが収集され
ます．次に２番です．収集した個人の生体データ
を電子カルテに直接転送します．そして３番のと
ころで，計測したデータをオムロンが持つアルゴ
リズムで分析し，医師の診察に役立つかたちにし
て提供いたします．そして４番です．３番で分析
したデータを電子カルテ上のパソコン画面に表示
することで治療の選択肢を提案いたします．ここ
まで１番から５番まで一気通貫してサービスを提
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供できることがオムロンの強みです．この５番の
ところでは，患者に対しても分析したデータをも
とに治療の継続をサポートし，生活習慣の変容を
支援することができます．
このサービスはアメリカの公的医療保険メディ

ケアの対象になり，このサービスを採用している
医療機関には月額 64 ドルの診療報酬が認められ
ています．これが意味するところは，心血管疾患
医療が治療から予防へと変革する足掛かりとして
画期的な出来事であると，私たちはこのように考
えています．オムロンはこれからも遠隔診療サー
ビスによる新たな価値の創造に挑戦し，予防医療
支援を強化していくことで，世界じゅうの人々の
健やかな生活に貢献してまいります．
以上，ここまでオムロンの経営における SDGs

と事業経営，事業戦略のかかわりについてお話を
してまいりました．ここまでお話ししてまいりま
した通り，社会価値と経済価値を両立することが
いまや，時価総額に代表される持続的な企業価値
の向上に重要になってきているということが少し
はお分かりいただけたかと思います．
それではここからは，それが私たちのステーク

ホルダーとのコミュニケーションにどうつながっ
てくるのかということについてご説明をしてまい
りたいと思います．ここで重要な役割を担うのが
「統合思考」という考え方に基づいた統合報告と
なります．次から，オムロンにおける統合報告と，
その中でも特に注力している統合レポートの具体
的な取り組みについてご紹介させていただきま
す．
まずは初めに，統合レポートを企業が作成する

うえで重要となります統合思考という考え方につ
いて，ご存じの方も多いと思うんですけれども，
大変重要なポイントですので，改めてご説明をさ
せていただきます．
資料 19 のスライドは国際統合報告評議会，そ

の頭文字を取って IIRCと呼ばれている機関があ
るんですけれども，この IIRCが発行している「国
際統合フレームワーク」という枠組みから統合思
考に関する説明個所を抜粋したものとなります．
スライド上段の青字の部分をごらんください．

統合思考とは，組織内のさまざまな事業単位及び
機能単位と組織が利用し，影響を与える資本との
間の関係について，組織，私たち企業が能動的に

考えることを意味しています．「統合思考とは，
短期，中期，長期の価値創造を考慮した統合的な
意思決定と行動につながるものだ」，このように
定義されているわけです．
続いて下段をごらんください．「統合思考が組

織に浸透することによって，企業内のマネジメン
トにおける報告，分析及び意思決定において情報
の統合性が実現され，さらに内部及び外部に対す
る報告やコミュニケーションに資する情報システ
ムのよりよい統合にもつながるものだ」というふ
うに記載されています．
これはどういうことかといいますと，短期的な

企業の売上や利益といった財務的な要素だけでは
なくて，その企業が持っている強みである，数字
として直接的には表われない人材や，技術，事業
活動，こういったものが環境や社会へ与える影響
など，企業価値につながるさまざまな要素として
包括的・長期的に企業の経営陣がとらえて，ストー
リーとしてステークホルダーに対して語るという
こと，これが今後の企業経営にとってもステーク
ホルダーとの対話にとっても重要になってきてい
るということなんです．この統合思考に基づいて
企業価値向上のストーリーを伝えるためのツール
が，きょうの主役である統合レポートとなります．
オムロンにおける統合レポートとは，「オムロ

ンの将来の成長のポテンシャルについて，オムロ
ンユニークな価値創造プロセスや競争優位の源泉
から訴求して，投資家をはじめとするさまざまス
テークホルダーと対話するためのツールである」，
このように私たちは位置づけています．企業が過
去から現在までにどのように価値を生み出したの
か，オムロンは将来にわたってどうやって価値を
創造できるのか．これを示すために，財務情報だ
けではなく非財務情報も，先ほど申し上げた統合
思考に基づいて表出することが大事だ，このよう
に私たちは考えております．そして，そうやって
つくった統合レポートは投資家との対話を通じて
より適正な市場の評価を得るとともに，採用活動
や事業活動などを通じたその他のステークホル
ダーとのコミュニケーションとしてもオムロンで
は活用しております．
資料 20 をご覧ください．こちらが統合思考に

基づいて私たちが毎年作成しているオムロンの統
合レポートです．スライド左の画像は，ことしの
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統合レポートの表紙でございます．今年度のオム
ロンの「統合レポート 2021」は企業理念経営を私
たちが進化させて，いままで企業価値を持続的に
向上させ続けてきたこと並びにこれからのニュー
ノーマルな世界に向けて私たちがスタートダッ
シュをかけていく，そういった企業の勢いを彷彿
とさせる，そういったメッセージをしっかりとス
テークホルダーに伝える，レポートの中に表出さ
せることにチャレンジをいたしました．
詳細は後ほどポイントを少し詳しくお伝えいた

しますけれども，今年度は価値創造ストーリーを
長期・中期・短期の三つの時間軸を組み合わせて
紹介すること．そして，事業報告，有価証券報告
書など，全ての開示媒体を一貫したストーリーで
つないだこと．また，非財務価値につながる情報
を，多面的に現場を担っている役員や社員の視点
も交えて書くことの三つにこだわりました．ま
た，これからの社会の中心を担う国内外のミレニ
アム世代，Z世代をメインの読者に想定し，企業
理念実践を体現する社員を主役にした社会的課題
解決のストーリーを表出させました．
いまスクリーンに映っておりますこのレポート

の表紙を飾っている 16 名はオムロンの社員です．
企業理念を実践し，事業を通じた社会的課題の解
決に取り組むその主役は社員一人ひとりであるこ
とを表すために，表紙にこのように社員を採用し
ています．
また，本編の中ではさまざまな社外のビジネス

パートナーにも登場いただくことで，オムロンの
取り組みに対する共感・共鳴の輪がパートナー企
業に広がり，共に社会的課題の解決に向けて取り
組む姿を伝えることにこだわりました．
資料 21 をご覧ください．これまでオムロンが

統合レポート制作に対して進化させてきたこと
と，統合レポートに関する受賞歴をまとめたもの
となります．ご覧いただいている通り，オムロン
の統合レポートは 2012 年のアニュアルレポート
と CSRレポートを合体させるところからスター
トさせてまいりました．その後，毎年進化を重ね，
非財務情報の開示における機関投資家や評価機関
からの評価を高めてまいりました．それを年表の
ように，こちらのスライドのほうではまとめさせ
ていただいております．
本日は時間も限られますので一つひとつ紹介す

ることは割愛いたします．ご関心がありました
ら，ぜひお手元の資料で細かいところをご確認い
ただければと思いますが，こちらでお伝えしたい
のは，12 年以降，毎年着々と改善を重ねてきて，
そのたびに，右側にございます通り，社外からも
評価をいただき，またいろいろなアドバイスをい
ただくことで PDCAを回して毎年進化を続けて
いるという点でございます．
では次から，ことしの統合レポートの中でこだ

わったポイントについて，大きく三つ紹介させて
いただきたいと思います．資料 22 をごらんくだ
さい．一つ目のポイントはオムロンの価値創造ス
トーリーを，先ほど申し上げました通り，長期，
中期，短期の三つの時間軸で構成したことでござ
います．長期の視点では，前長期ビジョン，先ほ
どご紹介いたしました「VG2020」と「VG2.0」の
中期経営計画，併せて過去を総括した振り返りと，
これも先ほど少し方向性をご紹介いたしました次
期長期ビジョンの方向性を示すことで，10 年プラ
ス 10 年という長期の視点で描く，よりよい社会
に向けたオムロンの連綿とした価値創造の歩みを
レポートの中で表出することに挑戦をいたしまし
た．そして中期の視点では，前中期計画計画
「VG2.0」の４年間で培ってきた私たちの事業の中
での資産と能力が現在の各事業の成長につながっ
ていることを表出することに挑戦をいたしまし
た．そして最後に，2020 年の実績を中心に，短期
の業績をまとめることで，年次報告書，アニュア
ルレポートとしての役割を担保いたしました．こ
れら三つの時間軸を組み合わせながら，CEOメッ
セージを統合レポート全体のインデックスとし
て，各事業や本社機能部門の戦略，サステナビリ
ティ取り組みなどを連関した価値創造ストーリー
としてつなげる役割を担わせることで，そうした
ストーリーをしっかり全体を読んでいただいた中
で表出させることを心がけました．
二つ目のポイントはガバナンスについてです．

ガバナンスについては，社外取締役，監査役の両
方から語っていただいたことが今回の特徴となり
ます．資料 23 の左側から順番にポイントをご説
明します．取締役会の実効性については，取締役
会議長と筆頭社外取締役会に対談をしていただき
ました．そして今年度改定をいたしました報酬ガ
バナンスに関しては報酬諮問委員会の委員長を務
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める社外取締役に，そして監査役会の運営と，こ
れもことしから新たに導入された Key Audit
Matters，略して KAMと呼びますが，この KAM
の開示に関しては社外監査役にインタビューをい
たしました．なお，KAM とは key Audit Matters
と英語で呼ぶわけですけれども，日本語では「監
査上の主要な検討事項」と訳されております．
この点について少し詳しくご説明をさせていた

だきます．従来，関係監査人の監査報告書という
ものは，企業によって大きくその記載内容が異な
ることがないということが通常でございましたけ
れども，この KAMの導入によって監査報告書の
記述内容が企業のビジネスモデルや規模，市場に
よって変わるため，投資家をはじめとするさまざ
まなステークホルダーからいま注目が集まってお
ります．このように社外取締役そして社外監査役
からガバナンスの実効性についてさまざまな視点
を交えて語ってもらうことが，さらなる透明性の
担保と市場との建設的な対話につながると，この
ように考えております．
今年度の編集の最後のポイントは，今年度から

法定開示媒体と連動した情報開示の充実化に取り
組んでいるということです．資料 24 をご覧くだ
さい．皆さんもご案内かと思いますけれども，経
済産業省が「価値協創ガイダンス」というものを
定めております．この「価値協創ガイダンス」と
いうものは，企業の情報開示や投資家との対話の
質を高めるために発行している手引きでございま
して，私たちオムロンはこの「価値協創ガイダン
ス」に基づいて各開示媒体の財務，非財務情報の
開示の強化に取り組むとともに，これらの開示を
統合思考に基づいた一貫した価値創造ストーリー
でつなぐことに，ことしから挑戦をいたしました．
実はこのストーリーの起点となるのが統合レ

ポートです．統合レポートはこれらの開示媒体の
中で最も発行タイミングが遅くて，かつ任意開示，
すなわち自由演技である，そういうメディアでご
ざいますけれども，自由演技である統合レポート
で表出させるストーリーをゴールのイメージとし
て描いたうえで，必要な非財務情報を事業報告や
有価証券報告書といった統合報告よりも先に発行
される法定開示媒体に盛り込んでいくイメージで
ことしは構成をいたしました．各開示媒体のすみ
分けは，その媒体の法的根拠と想定読者を判断基

準としています．たとえば，事業報告は株主，有
報は国内機関投資家，統合レポートは国内外の機
関投資家を含むマルチステークホルダーといった
かたちとなります．
このプロセスの全体の計画責任を最高財務責任

者 CFOが担っています．そしてコーポレートコ
ミュニケーションの責任者である私がその CFO
の下で実行の責任者を担いまして，具体的なス
トーリーとコンテンツの全体像を俯瞰して，各開
示の資料の中できちんとそれが表出するように統
括する役割を担いました．各開示の媒体にはそれ
ぞれ編集の実務を担う責任者と担当部門がおりま
して，私自身はこの中でも事業報告と統合レポー
トについて編集の責任者を兼務いたしました．オ
ムロンではこのようなかたちで統合思考に基づい
た価値創造ストーリーの一貫性と網羅性の強化に
取り組んでおります．
ここで非財務情報の開示を強化した取り組みと

して，統合レポートの有報の事例をご紹介いたし
ます．資料 25 をご覧ください．「価値協創ガイダ
ンス」に基づいて，いままで統合レポートで伝え
てきた非財務情報を有価証券報告書でも網羅する
ことに取り組みました．今後，投資家や有識者の
方からのフィードバックももらいながら，より有
効な対話のツールとなるように改善を重ねていく
予定です．
オムロンでは統合レポートにおける信頼性を高

めるため，2015 年度から一部の非財務データを対
象として，独立した第三者機関による第三者保証
の実施をスタートしました．現在も，毎年認証を
受けております．ホームページ上には統合レポー
トで開示した情報と GRIの「サステナビリティレ
ポーティングガイドライン」との対照表も掲載す
るなど，現時点でできる範囲で工夫をしておりま
す．
最後に，「統合レポート 2020」「2021」の発行に

対する読者からの反響をご紹介いたします．こと
しの８月末に発行した今年度の統合レポートに対
しては，12 月８日，直近の時点ですでに日本語版
のホームページで開示している資料に対して，前
年同期比で 150％のアクセスがありました．ま
た，資料データのダウンロード数は（同）107％と
いうことで，現時点でも例年に比べてたくさんの
方々にごらんいただいております．また，10 月
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22 日から開示発刊をいたしました英語版につい
ても，前年同期間を大きく上回るペースで閲覧数
を順調に伸ばしております．また発行後には，評
価機関，有識者，機関投資家等，統合レポートを
読んでいただいた読者の方々から，「統合報告を
用いたコーポレートコミュニケーションを実現し
ている」であったり，「日本の統合レポートのプロ
トタイプになる」という声であったり，「ソーシャ
ルニーズの創造プロセスは説得的だ．社会解決課
題を通じて企業価値向上が図られるイメージがわ
く」といった大変ポジティブなフィードバックを
いただいております．私たちオムロンはこれから
も，統合思考に基づいた情報開示を継続的に進化
させ，ステークホルダーとの対話を強化すること

で持続的な企業価値向上を実現していきます．
いかがでしたでしょうか．本日はオムロンのビ

ジネスの現場はもちろん，広く一般のメディアで
も取り上げられる機会が増えた SDGsや統合報告
について，世の中の企業がどのように取り組み，
活用しているか，その一端を学んでいただければ
と思い，弊社オムロンの取り組みを具体的な例と
して紹介をさせていただきました．皆さんが将来
それぞれのお立場で SDGsや統合思考，統合報告
について考え，これからもよりよい社会づくりに
向けたアクションを起こすきっかけに本日のこの
お話がなることを私は願ってやみません．
大変長くなりましたけれども，私の説明は以上

でございます．ご清聴ありがとうございました．
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